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特
定
雨
性
わ

(

1〕

永
績
的
•排
他
的
給
合
關
係
を
以.て
、
，f
ら
く
こ
れ
を
婚
姻
と
指
稱
す
る
に
.妨
げ
な
い
。
乍
俳
社
會
は
、
何
れ
の
社 

會
に
於
い
て
も
、
不
可
趣
的
に
或
：

^
必
然
的
に
、
こ
の.雨
關
保
の
中
よ
り
：

1

定
要
件
に
：適
洽
す
る
或
る
も
の
の
み
を
拔

i

て
眞
實
の
、 

す
く
な
と
も
、

n
統
の
婚
姻
と
做
し
、
之
に
向
っ
て
共
同
の

.一
社
會
的
保
護
を
加
へ
、
之
れ
と
矛
盾
す
る
給
合
關
係
は
不
義
な
る
も
の 

i
m
d
t

と
看
て
、
例K
ぱ
若
L
前
者
の
.存
立
すK?

中
に
後
者
の
混
清
せ
：し
め
ら
れ
ん
：と
す
る
：が
如
き
時
は
、
法
を
以
て
之
れ
を
峻
拒
す 

る
0(

2〕(

3〕

尤
，̂
社
會
が
當
該
社
會
の
制
度
た
る
婚
姻
、
す
な
：は

.ち
そ
，，の
社
會
に
於
け
る
M
統
婚
姻
.に
要
求
す
る.と
こ
ろ
の
耍
仲
は、
. 

形
式
的
の/そ
れ
で
'
;あ
る
。
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故
に
す
な
：は
ち
例
へ
，ぱ
、
あ
社
會
め
法
規
が
定
む
る
ホ
式
を
缺

如
：.

せ
あ
婚
姻
は
、
：固
よ
り
遂
に
正
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婚
姻
で
.は
あ
'り
得
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Vが
、
然
A
此
れ
は
た
だ
單
に
方
式
を
缺
如
せ
る
に
，ル
；ま
る
と

.S

ふ
银
り
：に
於
；
v
'て
は
、
必

4

も
常
に
不
法
婚
姻
，で 

も
ぐ
ま
た
不
當
婚
嫩
で
も
：な
い
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す
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は
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國> 
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代
が
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法
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こ
の
目
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め
规
定
を
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け
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七
七
七
各
條
ぞ
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他
。
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積
教
授
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族
法』

、
ホ
川
敎
授『

略
說
身
分
法
學』

各
該
常
章
條
參
照〕

。
な
ほ
我
國
哲
代
中
世
に
於
け
る
婚
姻

法
提
に
っ
い
て
は
、.三
沛
博
士『

法
制
史
..の
研
究』

二
八
ミ
頁
以
下
、
五1

五
頁
以
下
。
湖
川
博
士

『

日
本
法
制
史』

ニ
一 

五
貝
以
下
そ
の
他
、
及

ぴ
中
田
傅
出『

法
制
史
論
辕』 (

築一
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四
六
七
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そ
の
他
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婚
姻
立
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の
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婚
姻
法
の
近
代
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こ
の
事
は
、
婚
姻
が
婚
姻
た
る
限
り
、
ホ
來
必
ず
社
會
的
關
心
事

*
詳
し
く
は
ま
會
的
制
約
の
對
象
と
な
っ
た
こ
と
の

！

事
例
で
、
之
れ

は
賞
に
婚
姻
の
本
質
を
示
唆
す
る®
大
な
意
味
を
含
む
。
詳
じ
ぐ
は
、
前
榻
拙
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並

5
5
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同
じ
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姻
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W謂
ふ
と
こ
ろ
は
、
旣
に
前
註
に
も
述
べ
た
如
く
、
婚
姻
が
婚
姻
た
る
に
は
、
古
來
い
づ
れ
の
！！

^
會
の
實
際
に
觀
る
も
，
必
ず
之
れ
にI

.對
す
る
社
.會

的

承

認

が

，必

然

AJ,,

せ
ら'れ

こ
.と

を

知

る

の

，
で
あ
え
，

が
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こ
の
：社
：會

的

浪

認

を

得

る

方

法

I
社
會
の
侧
か
ら
云
へ
ぱ
與
へ
る
手
段 

ン
.は
、W

1
、
何
等
か
の
：習
俗
的
或
は
宗
敎
的
儀
式
を
廣
す
る
か
、
又
は
法
律
的
形
式
を
必
要
と
す
る
か
、
と
も
か
く
も
或
る
方
式
が
、
こ
の
目
的
に
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潘

ま
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ま
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た
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力
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は
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過
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な
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は
相
綴
な
い
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て
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を15：

し
な
く
と
も
婚
姻
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係
た
る
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立
す
る
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羅
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と
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し
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靈
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と
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嫩
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を
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太
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十
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四
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五
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タ
て
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も
そ
の
弟
乐
達
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ほ
禁
愁
の
原
則
を
.举
勵
縦
魂
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る2;{;::ゥ
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も
峻
厳
な
：る#

の
意(

4
Xを
體
；し
て『

男
の
女
に
觸
れ
；ざ
る
は
善
き
事
な
り

』
(
f

哥
林
#
前
書』

七
章
第
：.

狗
に
於
ィ
ギ
ス
：：は®
:入
の
我
，が
如
v
^
,
?
:
f

ら

ん

：
こ
：
と

を

顾

4』

o
:

(

前

揭

；。

：七
節

3も
：の
；，で
：， #

タ
0

然
ル
彼
ふ
.
1
^
^
^

各
人
の
賜
を.
神
よ
り
.愛
け
て
，居
る
の
で
あ
る
か
あ

C
f

馬
太
傅』

第
十
九
.章
第
ホ一

翻

i
f
®

だ
赋
け
/

^
仏

た

る

者

の

み

之

を

爲

ム

：

ぅ
』
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前 

搞)

る
こ
と
で
、

『
人
み
な
の
受
納
る
と
と
能

』

は
ぬ
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
知
る
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膨
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取
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れ
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受
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於.
い
：て
は
ク'雨
者
は
之
わ
括
し
て
思̂
|
5
?
^
せ
ら
を
^

れ
妨£

な

の

'
で
れ
あ
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狀
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眼
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ĉ
ales, Anaximandpros,, Anaximenesv':

ょ
り
、piluthagoras

を|H

て 

W
旧

マ

Ana:agor

ザ
，.：等

五

：世
紀
ゆ
纖
サ
び
わ
ま
れ

を

謂

タ

た

や

彼

等

の

思

索

の

為

象

，と
て
も
、
一
素
ょ
り

I

は

⑩
界

复

入

生

〕

;
‘SV

眞湘加在つ

★
に
は
湘
灘
や
い•ル
、
.例
{
ぱ：：：

T
P
V
S
,
が
變
化
：す
る
現
象
 

，

！，的

な

ま

も

の

し

て

水

を 

■

へ
、.そ
の
，̂
廣
の
⑩
的

.す
-
^

2
$

て
し
て
、
變
化
流
轉
し
て
想
む
こ
と
な
き
世
を
說
明
す
べ
き
极
本
原
理
と
做
し
た
が
如
き
"

ま
た 

l
i
^
k
l
e
i
t
q

■

宇
ま
以
て
過
ま
' 
現
在
、.
床
來
に
‘领
じ
ま
猿
に
.
t
3
£
ィ
：̂
0
•
^
^
ま

ぷ

サ
.意

：Ĵ
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あ
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概
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ら
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な
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ŝ

• 

-
« 

, 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
 

.

.

は
：；： n

o
m
^
s
:
:

で
あ
"え
：oと

ず
れ
ぱ
猶
ほ
、
ぱ

§
1
0
:
6
1
1
:
0
5の

場
<!11に

；̂
;い

.ォ
^

"
l
o
g
o
s
.

に
於5

そ
：、
；.萬
法
流
轉
の
間
に.
.そ
の
：生
成
變
化 

を
越
え
：て
永
遠
に
在
る
も
の
を
見
得
ぷ
の
で
は
な
か
。(

0

 

ぱ
ま
；—

に
：

！； i

0

の
#

然
法
の
觀
念
が
旣
に
存
お
す
る
こ
と
を
云

'へ

や

*

T
s
'
^
'
.

ー

ぺ

き

-
:
'
,
.
v

 
'
.
V
.
'
.
:
.
,
'

 

‘ 

.

レ.

：.

-

.

ハ.

-

<

 

■

 
■

 

-■

 
=

 

:
■

 
■

 
■

 
■

- 

.

.

.

.
' ,
M
:
>
; 

ゴ

.
,
‘.，

.

.

.

.

.
 

. 

.

.

.
 

. 

■ 

■ 

■ 

:

(

きパ；：

前
揭
拙
稿
八
ニ一 .

頁
9
:
:
.
: 

. 

V
 

r

ノ
ス
：
：

/

ソ
フ
.
'

ス̂
ド
：は
前
者
等
に
比
べ
，：て
著
し
，ぐ
實
際
的
や
あ
る
。
從

.

.つ
：

V
:

彼
等
ほ
法
の
.規
辑
の
：み
な
：ら
す
；
道
德
的
規
制
あ
'ホ
時
み
處
を

異
に
す
る
に
從
ク： '

て

異

る

：
の
#

實
を
觀
察
>
:ゾ̂
％

の
大
部
；分0
も
の
は
歴
史
的
.

人

爲

：
に

よ

づ

モ

發

生

：
驚

る

.も

.わ

：
み
 

の
で
あ
る
が
彼
等
は
、それ等が普遍的なる效力を有するは、自
然
が
總
て
の
人
に
對
し
て

21：
樣
に
與
へ
た
る 

法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
做
し
た0(

3)

;
^
C
3
:

)

.：：

前

揭

拙

稿

o
i
:
<
l
l
g

參照
.：

V 

.
- 

r 

V :

一
 

ム
 

但

し

ソ.
.フ
ィ
：ス
：ト

の

ふ「

自
然J

は
時
に
人
間
の
本
性
と

い
':

ふ
意
味
に
於
い
て
思
赛
せ
ら
れ
、
.
.；：
然

も

を

の

人

間

0
法

ボ

双

象

的

肉 

體
的
に
、
觀
察
發
あ
れ
た
：こ
：と
か
ら
し
て
、
法
則
と
い
ふ
が
如
き
も
の
；̂
>
自
然
的
な
人
間
を
拘
束
す
る
も
の
だ
と
い
ふ
給
諭
も
生
じ 

來
.つ

た

わ

み

：
な

ら

す

*
ま
た
を
の
個
人
主
義
的
見
解
か
レ
は
、
法
及
び
國
家
の
を
定
せ
ら
る
、
と
と
の
ぉ
つ
た

I

方
、
同
じ
個
人
主
義 

的
昆
解
よ
り
；し
て
人
の
主
觀
を
重
じ
た
給
银
V
:こ
れ
を
國
家
に
該
て>
.
B
家
の
由
觀
に
よ
' つ
て
制
走
せ
.ら
れ
た
法
の
み
を
認
め
て
法
とM 

爲
す
と
い
ふ
見
.解
も
、
生
じ
來
タ
た
の
や
あ
る0(

4〕
： .：：：：： .

ニ
.

v

 

: 

一/ 

. 

:
v

ひ 

.
ベ

：：

船

旧

教

授

。

『

希

職

に

於

け

る

自

然

法

の

適

用

』

T

ぺ

)

法
學
協
會
雜
誌
第11:

卷
第i

號
。
七
1

T
セ
ニ
賈
參
照
。
：
：
ぃ/
^
^
^
 ̂

•

法
理
論
上
に
於
け
る
ソ
フ
：ィ
ス
ト
：の
相
對
主

S

は
？
漸
乂
實
證
法
：に
對
立
：す
，

に
，於
け
る
®

然
法
の
觀
念
資
形
成
す
る
も
の
で
：
 

あ
る
。
人

事

に

於

け

るpi
i
u
s
i
s

と

n
o
m
o
s

と
の
間
に
存
す
る15̂

別
は
旣
にA

r
c
h
e
l
a
o
s

に
よ
つ
て
設
け
ら
れ
る
と
做
す
も

0
^
〕

な 

ほ
そ
'
0
お
期
に
於
い
希

g

自
然
法
論
は
概
し
：

v^r

一
 

元

的

，で

あ

め

：
あ

と

と

.は

之

れ

を

否

み

難

タ

；
そ

こ

に

：薄

へ：：

ら
：れ

た

と
i

ろ
の
法
は
：
 

規

資

的

に

單i,.

に
：稀
法
的
な
る
自
然
法
に
：歸

ら

れ

た
I

:

と
言
-つ
；て
宜.5;

と
#

へ
：る
が
、
鼓
に
ッ
フ
ィ
ス
ト
に
到
つ
て
漸
く
自
然 

と

人

爲

：は
い
.法
律
に
於
け
る
普
遍.単

：

1/

の
；辕
觸
原
，理
，に
す
る
實
際
耍
求
を
共
に
、
：
今
や
®
:： $§

に
思
考
さ
れ
來
る
わ
を
見
：る
や
で
あ

' 

0&
.
V 

i

i

o

,

.

f 

.
r 

:
v 

 ̂

 ̂

一
-
.
.
‘
：
：
：
；
‘
-

,

 

.

中
他
基
督
敎
會
さ
婚
姻
，

 

五
： '

七

(

.一.
0
.
1
,
一
！〕

.



國

中
i

督
i

★
婚

姻
：：： 

. 

.

,
i

f
 

d
 .
 

二 >

.

f

.高
橋
i

が
ぐ
®

ス
ト
ほ
德
が
て
純
然.た
る
成
法
と
、
倫
理
生
活
及
：ぴ
社
會
組
織
の
：根
抵
を
成
せ
る
究
竟

'原
理
.I
換
言
す
ル
ば
、
唯 

り
償
習
若
し
く
は一 

.般
的
合
意
に
よ
り
て
正
な
る
も
の
と
、：
本
質
上
正
な
る
も
.の
と
の
'間
に
®
耍
な
る
艦
別
，を
設
く
る
に
至
れ
り
。
從
來
國
家 

の
在在

： .y
:
#

す
，ふ

す
☆
る
：理
由
：̂

で
欺
謝
：
せ

ん

れ

た

る

*
自̂
然
レ
な
，る

名

辭

は

、

や

^
-
<爲
的
の
も
の
に
對
す
：
自
然
的
の
も
の
よ
し
て
， 

,
&
:
:
5

ぜ
律
U
に
M
ま
一
せ‘

ま

童

<
當̂

書

！
ま

，九
：

®

と1

ぢ

は

や̂ 

,
,
レ
；

み

ぶ

ま

ぜ

ィ
.ン
サ
達
の
湘
姆
生
：義
に
對
し
广
蔣
，び
普
遍
安
當
な
る
知
識
を
信

t

て
個
人
を
超
越
せ
る.規
範
め
存
在
を31$̂

.

し

た
' 

a
tニじ
け
一
一
-'-.ハ

 ',-..v1' 

.

.パ
"
' 
ド：：：' 

:

し'

ぃ
.
-
.
,
いゾリ：

.ー
：
 

.

.

. 

.
- 

っr 

二
':

力 V

 

が

'
.レ
.
.
.::.デ
い
，
：.し

 

V’
':::'

.

.
、
レ
：

r
/
:

.
:

:

,

:

抑
A
眞

理

を.體
得

す.る
を

知

：：Sophia: 

'
と
®
;
^
>
請

德

皆

と

れ

：

y

歸

す

，
：
る

。

而

じ

；

P
「

知

：&

S分
サ

ら

れ

て

節

制

：
一，
含

krateia

勇
敢 

sdreia 

義

v
d
f 

ioss 
:
§
襄

と

，.な
るc.

而
じ
て
.正
義
を
®

%ず
る
も
の
卸
ち
法§
i
一
 
で
：あ
☆
て
‘
こ
れ
は
不
文
法

agraphoi 

せomoi.

ル
成
，i

l

l

i

,

‘
p
l
o
s
;
.

のH

奪
と
な
る9

前
者
は
市
民
の
手
に
よ
ジ
て
定
め
ら
れ
、
そ
の
效
力
は
時
と
處
に
よ
つ
て
異
る 

が

？
：
後

者

は

神

：
に

よ

つ

て

：
創

ら

れ

た

も

ね

な

る

が

故

に

タ

總

ガ

，
の

も

と

、
ろ

：
に

於

，
い

媒

奉

せ

ら

れ

る

と

す

な

，
は

ち

鼓

に

：

法
レ
は>
1
,
S肖
然

法

ガ

，あ

ざ
‘，

，：；'->,

ご
：...
：'

:

,
o
て
"』

：A
い

.ご
ナ：：-

y 

.
 

r 

'
 

e

 :
r
s
,

 

i
揭

拙

纏-
八
：s
o
,ウ：：：

：

;

.T;i,-: 

. 
, 

. 

: : 

,
 

,. 

力
：：、
：

：
i 

'
 

: - :: 

: 

. 

, ■
 

f

§

、
忠

想
‘の
ホ

觀

的

ガ

面

は

、
フ
キ

i
:
,
;
ラ
：
コ

么

マ

メ.ガ
ラ

、

，
キ

；

K

レ

ナ

ィ

等

の

學

派

に

繼

せ

ら

れ

r;, 

メガ

ラ

派

の

思

想

は

ス

ト 

ァ

或

は

、

'H
だ
. ：

ク
；

：：ロ
. ：

ス
^̂ 

そ

の

客

觀

的

方

面

は

、

Platon, 

Aristoteles

に

よ

つ

て

傳

嚴

さ

れ

た

と

稱

せ

ら

れ

-;※
P:

ふ
：ツ
レ
パ
，
；
：.
.
：-
ソ
ぐ

 

Z

 

レ
ナ.
：
-
.
-
.
.
-
：
.
:
:
.
-
.

-

.

ベ
.
.
-
,
.
-
-

パ
ニ.，
.- 
i 
r
:
い
ツ
レ.
.
.-
 

’ソ：：.

こ
/ 

ハ

:-;\
 

;
 

: 

'.- 

V 

>
-
>
-
;

,
:

-

.

.

.

.

.

ノ 

* 

-,
 

; 

: 

- 

-
i
’
.'
 ご-
.
.
.
.
I
-
:
:
: 

V V/
 

! 
.
.
-
:
• 

.
!■
 

-
.
- 

- 

.,■
 

V 

-.

P
l
a
t
o
n

 ：

に
：於
：

S

セ
精
；

S
±

r

纖
念
.、
，
感

性

：雨

界

，の

中

間

に

偉

し

：、

G
:
*

 

よ
/

理
念
，そ
：の
も.り
で
は
な
い
：が
、

：

不
或
の
性
質
を
有
し
'、

は
知
覺
の
‘世
界
に
1

す
る
仲
質
を
有
す
る!

方
、
理
ま
の
世
振
に
對
應
す
る
理
性

n
o
g
s

或
は
合
理
性lo

g
i
s
t
j
k
o
n

を
有
す 

る
0

而
し
て
理
性
は
更'に
精
氣-

.
t
b
i
o
s

敏

性e
p
i
t
h
u
m
i
a

に
分
れ
る
と
做
さ
れ
る
か
ら
、
晴

先

ブ

、1
性
、

J

と
.き

に

ぶ

る

I
s

し
て
そ
の
夫
れ
ぐ
は
等
し
く
そ
の
完
全
，性
の
故
に
理
性
に
は
聰
明

S
o
p
h
i
a
,

 .
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
a

精
氣
に
は
勇
赞 

J
l
^
d
r
e
i

ポ
满
性
；ぶ

s
o
p
h
r
o
s
g
g

のl
l

i

對
應
し
て
樹
立
さ
れ
，
而
し
て
こ
の
二
S

は
正
義
i

i

o

i

gに
ょ
つ
て
統
i

 

序
さ
れ
るQ

で
激
を
0(

^

5
 

, 

' 

■

-
.
.
.

⑦

：> 
い
プ
ラ
ト
ンi

p
中
心
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
，
そ
の
側
念
論
で
あ
る
が

Platon 

i

s

識

I

s
の
對
象
た
る
i

の

豐

•
即
ち 

.

粒
の
資
在
界
と.

感
情
認
識a!t

がi

の
對
殺
た
る
^
覺
の
世

B^
、

哪
ち
生
成
變
化
す
る
现
敦
の
世
と
を
分
ち
、

の
雨
界
は
唯
燭
り
精 

^
1カ
の
働
き
に
ょ
り
て
哪
係
せ
し
め
ら
れ
る
。
即
I

だ
顯
化
せ
ざ
i

神
は
、
霊

と

紫

と

が

分

離

し

て

存

象

る

K
：.

を
と
、
こ
れ
に
對 

愤
に
驅
ら
れ
て
理
忿
の
世
佳
向
ふ
の
でI

O
 

C

Iは
現
象
に
於
い
て
暮
せ
ら
る♦
<
>
&的
で
あ
る)

o'
、.
,
:

.

(

3
 

I

 

i

い
て
，
八
問1：

自
然
の
W
的
に
レ
て
• 

i

は
入
S

nr

的
で
あ
る
。
i

.

i
は
•
人
間
の
神
i

す
る
最
も
完
全
な
る 

y
似
で
；
る

に
し
て>i：

は
’
善
し
に
し
て
絕
對

の
}:i;

‘義
な
！̂
が
故
に
、
吾
人.は
正
義
.
.

d
n
c
a
i
o
i
g

に
於
い
て
の
み
、
，'歯
撒
り
；̂
に
近
駄
ヤj<5

-

?

に
：ほ

、
.
.
！
^

克

に

近

似

せ

の

で

あ

.る
。

に

eoetetus,1

を)

o 

.

.

. 

,

:

パr
:

,

蓋
： --^

間
ぬ
：至
高
M

瓶
の
生
活
：は'
!

^

t
o
n：

ぉ

於

滅

で

生

活

：，
で
：
ぁ

を

み

，
：
而

ぱ

て
、̂

^

'.ボ
め
セ
.め
み
得
ら
：作
る
。
人
を
し
て#
に

ょ

..つ

モ

幸

觸

な

ら
U
ね
"る

襄#

a
そ

ハ

國

家

れ

使

命

，

で

ざ

る。.；̂
:

®

養

は

：
る

で

：
賊

家

は

最

高

の

道

：̂P

S

。
斯
ぐ
て
彼
の
國
家
：

g
.

は
即
ち
彼
のr

德」

諭
で
あ
る
が
、
.

斯
，く
て

そ
の
.
國

家

生

拖
に

於

け

る

W
-
.

ii-

墓

督

敎

會

If

婚

姻

れ

.

ポ九
；. 

一
.
0
6 

:r§

0,

,
,.

.

.

.
 

.

.

.

.

-

-
I
.

..

.

.. 

-
c
?
r 

: 

.

.
,
:
.
.
.

，.ミ
.
‘
,

.

.

レ
‘
_

__ 

- 

: 

- 

'
-
.
r
. 

, 

. 

. 

.
, 

I
.
.
. 

l

u

r 

l
l
l
r
-
. 

: 

: 

- 

. 

.

.

.- 

^



中
化
甚
督
敎
會.w.

婚
姻
‘ 

、
六
0

7
 ,(：，！

さ

：
ぎ

，
： 

最
高
.の
ぜjiH.

義
は
自
ら
規
定
す
る
た.ぷ

の

規

定

有

ず

，
る
。
法

-nornos/

即
ち
之
れ
.で
あ
る
.0
.と

のn
i
o
s
,

は

！
方
て
：

☆
い
：：

て

⑩

令 

と
し
.て
.
す
る
と％

v.に
.；

他l
a

.具
體
的
現
象
と
し....
！̂
.
.
.
現
は
れ
ホ
.
理.翁
，

y.

か
て
.の.non̂

os:.

す
な
は
ち
.

n
o
m
o
s

 

katau.ta

は
澤
墙
糖
.！
.
.
.
、 

縮

對

一

永

鐵

カ

法

⑥
；锋

さ

具

體

的

な

，る
法
を

通
！： 

ハ

べ

缀

；る
：；

ま

®
.
*か̂

そ

技

體

时

が

：く、
‘ 

哺
精
祠
的
ま
则
及
び
國
ま
法
律

ta noini

ぶiiiena, 

ta. d
o
g
m
a
t
a

 

k
§

p

選

h
i
i
t
a
,

 

dogma.:jple6

て
に
.
具
體
な
一
め

！
一̂
.

がo
:
i
:ノ
鼓t 

國

家

律

：
^
嘗

想
®K

の
，
巾

に

於

い

，
て
：
支

配

者

が

理

念

に

ょ

つ

て

豐

：

•益

、®
行
ふ
も
：̂
,で
.あ
.を

◎
勵

家

餐い.̂
;!

了

樣 

れ
る
法
.に
.は
，
，
之

仏
-

係
な
き
.他

の

，
要

素
'が
含
ま
れ
る
じ
と
が
れ
り
得
る0
そ
のI

は
、
理
念
と
矛
霄
し
、
そ
れ
自
ら
惡
に
し
て

jjd? 

な
ら
ざ
る
、
常
に
變
題
し
て
拘
縱
力
，
き&

i

n
で

あ

ま

、
か一

つ
は
商
讓
^
め̂
.他
市
：̂
お
嚴
^
:腻̂
规
％
:
<
?法ー
ザ
ー
取
つ

P
、

亦
變
化
す
を
も
の
で
は
あ
る
'が
、.然
し

素

と

こ

れ

は

人

思

不i

か
ら
S

せ
る
も

の

、從
つ
て
理
想
國
家
に
は
存
在
す
る
1こ
と

な 

く
、
た
‘
^
^
-
^

現
實
國
家
に
於
い
て
、
そ
の
拘
束
カ
の
蕩
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る

。
.

.
■

以
J
 P

l
a
t
o
r
L

の
法
に
於
い
て
我
れ
等
は
自
然
決
の
實
證
法
に
對
す
る
關
係
の

一

膝
明
な
ら
ん
と
す
る
を
見
る
と
共
に
、
そ 

の
.

きp
i

想
主
敦
的
伸
向
、.目
的
觀
的
色
救
を
見
み
の
で
あ
が
、
と

れ

が

A
r
i
s
t
o
t
e
l
e
s

の

蟹

驗

主

義

に

毀

ふ

及

ん

で

‘、

取

し

て 

如
何
な
る
展
開
を
爲
し
た
で
あ.ら
ぅ
か
。
 

.

.

.

.

..

.

.

.

.:

.

、
.：

P
l
a
t
o
n

に
於
い
て
全
く
分
離
し
て
考
へ
ら
れ
た
理
念
の
址
得
と
感
性
の
世

2
^

と
は
、A

r
i
s
t
o
t
e
l
e
s

に
.於
い
て
は
同|

視
さ
ケ
や
ぅ 

と
し
；
！
^
居I

ヵ
や
一
？

驗

■

.

ペ
ー
き
事
物
そ
：
？

^
ま

％

有

め
f

質§

あ

ま
.
^
^
^

彼

に

般

へ

ぱ

る

實

*
!
的̂

，な

る

も

の
0

1
 

.
は
、
そ
の
變
化
し
行
く
狀
熊
に
對
し
て
、
概
念
的
に
思
惟
せ
ら
れ
た
個
別
者
で
あ
つ
て
、 

そ
の
う
ち
に
の
み一

般
的
®

f

 

i
d
o
s
;

か
實
f

れ
る
。o

u
s
i
a、

が
單
な
る
可
能i

ん
g

l

s

:

:

;

^

M

賞現に進；

み
行
く
過

，輯
，

g
e

r
e

f

 (

生
成)

は
、
：ぃ

厮

赏

含
',y

化
：

お
：：

る

’
-

V種
々
の
個
別
！
？
間

き

を

ム

ガ

が

原

質

の

狀
■

於
り
、
航

龙

が

形

式

の

靈

宏W

ど
き
.を

.
漸
象
か
.
交
塞
^

も

の

お

生

す

る

が

、
，レ

か

も

と

〕

の

關

係

篇

默

的

ず

v
:
:
l
.

ガ

に

於

か

ぜ

お

：式
.

と
，一
レ
で
赠
傲
；

^

を

ねg

を

；‘

方

；
^

い

ぎ

が

形

式̂

'て
は
原
貧ど

：.： 3

セ
關
係
ず
：る

に

.段
階
が
生
す
る
：の
道
理
.で
,お
る
，が
、
を
れ
膨
際
ぼ
最
§

#

他

：に
：
敦

レ

て

.来

じ

，
て

き

雜

败

ま

一 ?^

あ

る
0
9ッ

餅

：ぐ

か

如

き

を

0
敏

動
s

l

i

s、
，
に

於.

S
V
"
.

ポ

ぺ

て

わ1
の
‘
、
體
系
的
緒
龟
の
買
點
に
あ
り
、
す 

.
ぺ
て
d

も
の
か
蓮
動
ほ.原
因
ケ
ー
る
純
轉
形
式
ほ
、
询
に
純
雜
精
势
ホ
辄
毁
神

)

.で
あ
り
>
:
こ
れ
は
そ
れ
自
ら
の
他
に
何
者
を
も
內
容

パ'
.
r
.
ベ3)

ぇ
而
し
て
最
下
位
装.つ
セ
撒
.に
，對
し
や
決u
て
.形
式
た
；,^
:こ.ど
な
ぎ
も
れ
は̂
^
 ̂

ビ

h
レ

ン

，
：
，

，.：

V
.

毕

i
s

に
在
，
凡
て
め
i

わ
：

ご
、ね
純
粹'形
式
：，̂
:る

顿

一

：

の
：
間

に

廣

を

爲

笔

.と
、̂
ぜ

^̂
 ̂

各
ネ
そ 

''0̂

形

式
I

.
精
神
の
窗
別
め
從
び
、
植
物
的I

はS

物
的
精S

:

の
\ 

i

的
猜
I

人
間
的
精
神
の
-

>:.

失
：权

原

I

な
す
の
：
 ̂

.あ
、
る
：
が
> 
人

間

に.

於
： '

い
，.て
，
動

物‘的

精

神

を

廣

質

：と

ず

る

、
形

式

は

：

r

理

性」

.サ
^̂ 

，
す

な

は..ち

と
#

は

、
っ
、

-^1

さ
 

'に

對

し

V
,

形

式

た
 

.::

粹精
！
：：

ぢ

て

、
ゾ
.

に
’の

凑

外

が

暮

加

さ

れ

た

性

た

あ
！； C?

力 

‘
 

V 

:
v
:
s
理

性J

の

操

本

作

用

ほ

思

索

：ザ

れ

；
る

が

、
：
理

性

：に

•ょ

も

思

索

か

欲

求

の

傲

因

と

な

.る
：.が
故

に

，、

「

理

性」

.の
作
用
は
か
、
る
作
府
の
他 

，に
思
®

塞

各

求
i

一、
：
欲

求

に

基

ぐ

行

動

：み

を

：指

導

す

に

粮

す

ネ

3

箱
に
理
性
ぬ
欲
救
；
^
;對
す
る
命
令
.no

m
o
s

が
發
生
ず
る
；び 

で
あ
'る
'力

.，；

J
j

の

韻

牲J,

の
，觉
酣
に
よ
.ク

ベ

て

の

「

優
越」 

f
t
.
b
.
o
w
^
o
^
,
,
^

^

^

で
規
定
‘せ
.ら
ぱ
.を
o
:
iレP

.

こ
め
コ
^

^

じ
中
の
：廣

高

位

に

在

る

.も

の
'
..
は

、
；
即

ち

義

d
i
k
a
i
s
u
m
S
.

で
.あ

つ

て

、

こ 

ぃ|

慕

督

敎f
#

如 

， 

：
/

#
1

 

<

1

2

s

r
t
f
f
E
r
&
n
l



ャ
此
塞
：蟹

；

^
會

，ざ

能

蝴

な

 

の
'
!■̂
藥
に
對
德
す
る
y
o
m
'
o
s

が
；即
ち「

法
'

J
-
d
i
k
a
i
o
n-

で
あ
る

'せ
☆

ま
"前
揭
拙
得
九
0

M
、
註C

O

參

照

プ

' 

•
' 

:

.̂
r<m;Aristoses.

は
ま
：た
と
の
廣
義
ひフ
あ
義
.レ
の|

部
と
.し
て
、
單
に
人
の
、
}

f

觀
及
び
滿
足
を
動
機
と
ず
る財
，
.自
已
保
#

*

#
 

貨
、

I
等
々
に
關
す
る
狹
義
の

「

旧
義

.： J

を

區

分

し.た

。

こ
，の
っ
正
義
し
：

^

,
こ
.
'れ
等
の
動
機
に
ょ
る
人
わ
'努
力
が
他
人
の
赏
な
る
要 

求
の
範
圍
を
侵
か
さ•だ
ら
.
^
.こ
，と
を
組
定
：す
る
；
o
.
.
t
の
：場
合
の
各
人
の
要
求
を
規
定
す
る
標
準
は
、
：
化
義
も
亦

「

優
越」

のj 

に
、
中
庸
で
あ
る
さ
で
あ
る
が、
' 中
庸
：

の
場
ま
：各
を

4
S

觀
な
る
が
故
に
"
彼
は
こ
；̂
ぢ

客

觀

的

に

ま

ど

；ぎ

5
1
f

均」

U
 

て
务
人
化
そ
の
分
を
得
し
め
る
ご
と
で
あ
；る
在
做
じ
だ
を
：

か
だ
こ
の
：場
合
、
，ホ

庸

を

め

ご
， -̂

;は
；、 -:

或

！

の
を
各
人
：に

に「

法
じ
も
ま
た
、

d
i
a
n
a
m
^
i
k
e
n
,

 :
>
y
®
d
i
k
a
:
i
b
I
i
^
i
^
i
i
6
t
i
k
o
n

.

に
分
れ
、
' 前

者

あ

つ V

は
分
配
的 d

i
s
a
m
e
t
i
k
a

 

ま 

が
、"
後
者
：

ki

絶
れv̂

,:g

撤
跋
牧
まipthitika.:

ぜ

義

が
§

ホ
： .X，

か
る
。(

5 )

か〜

^

<

?夢
プ
般
般J

^

對
^

:

5

3

‘て
、
：國

家

法J

?

.

.

;

p

o

^

t

i

k

b

n

ン
なk

a

i

o

nい
：ど
置
ホ
タ#

^

^

,

,て
：後

敦

の.

前

者

に
&

藏

散

，，
£

i

れ

マ
；
^

^

^

^

4

と
'
;勿̂
鎌
で
#

る
が
*
:き

0

他
.に
も
れ
ホ
歷-SC

的
存
在
と
"
.

i
y
p

息
體
的
象
る
、，

を
有
し
、
特
殊
れ
規-{を̂
受
ホ
る「

の
；ザ
；̂
,る
0
,,;す 

な
ほ
，.

國
家
法
：&
S

,ぴ「

制
.定
法
サnoiiii&'rt 

<Jik^ion. 

 ̂

^
^
ク
に
分
れ
^

、̂
货
敦
3
5ん
間
相
冗
の 

開
係
お
規
定
す
を.

と
し
'て
ま
：た
德
德
に
基
く
べ
き
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
實
際
に
於

5
.

て
：は
無
關
係
、
.
時
に
こ
れ
と
矛
盾
す
る 

-
:
-
^
の
ぁ
.る

に

對

び

て

、
ぉ

自

然

法

」

は

，ひ
：
.
I
^
^
然

即

：ち

神

に

歸

ず

：

^
が̂
：
歡

にV
,
.全

く

，

i

 

I

致

す

る

を

瓶

く

：
で

『
i
n

银

教

ぢ

完

全

一

に

：

激
^

得る；
も：

亮全なる理

®

有
ず
：る
賢
者
で
あ.る
べ
き
で
あ
る
释.：：̂

肖

：1

バ
サ
聽
に
：對
b

::て
は
賢
者
が
是
れ
に
外
的
强 

制

を

附

の

命

令

と

し

て

之

れ,
^滿

へ

：
る
：；

^
.解

せ

ら

れ

：る

0:

お

に

制i

ほ

或
,9

特
.定

：
の
條
作
の
ボ
ー
に
；
，
自

然

法

&
;
命

令

を

ぺ 

明

，め

し

巧

を

：

^

;

實

行

：
^
"
る

を

以‘て

そ

の

任

務
.と

ホ

る

：；

^

の
ホ
あto

.
o

 

,

す
,
^
:は
ち
播
あ
法
は
民.族
0

相
逮
、
施
行
の
場
所
の
.§

等
の 

篤

の
^
^
だ

業

す

る

：も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の

i

濃

®

外

に

在

；
の
：

g

i

:
急
ふ
わ
セ
あ
る0

而

し

こ

れ

等
.の
族
れ
以
外
に
、， 

£

れ

を

播

正

し

：
て

正

義

を

.保

特

す

る

も

：
の

‘
‘は
：不

交

法

セ

：あ

.る
り(

6
 

y
 

’
• 

’

:

ホ

：

V
-

前
掲
拙
稿
？
九.
，

一

頁
。
，

‘

 

‘

‘
 

• 

•

:

-
-

.，^ 
#

舉
派
の
索
庙
論"
を物

！
？
#

;

略

ぶ

策

e
s

ぺ.め
.
夫

れ

に幾

：
も̂
の
、
如
く
で
ホ
る
。
彼
等
は
；

i
^
{
E

及

び

そ

の

請

.現

象 

J
S

勤
せ
る
統一

的
足
つ
物
質
例
賞
在
と
®

、
こ
の
實
體
の
成
立
す
る要
素
と
し
て
原
動
力
&1モ
1
1.及
び
原
質
！1;
:
^
5̂
を̂
立
せ
た
0
:1
み 

は
：：

そ
れ
.自
ら
不
動
で
あ
つ
て、

a
i
t
i
p
n

 

Q

働
を
俟
，ウ
て
は
じ
め
て
具
體
的
活
.励
を
示
す
。而
し
.て
‘ aition,

の
：氣

萬

物

，を
貫
い
て
存' 

レ

ジ

：
萬

：
物

を

維

精

形
成
す
.る。
す
な
は
ち
是
れ
はlogos tqn pontos

で
あ
り
ぃ
、
ま

た，

parter panton

で
あ
る
0(

1〕

(

ろ
湖
揭
拙
稿

。

.
？
p

s

o

r .

グ 

■

■

- 

' 

. 

'

生
活
の策

；！

原
理
は
自
己
保
全
及
自
愛
の.衝
動
で
あ
る
が
、
是
れ
は
自
己
保
全
に
赏
献
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
求
め
、
こ
れ
を
破
る 

も
-の
は
避±

： 1

る
。
然
る
に
人
の
理
域
々
な
る
感
情
を
赖
一
し
て
意
識
を
構
成
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
能
く
感
覺
の
衝
動
を
意
思 

の
.
活
動
に
變
せ
し
；
9

る
カ
^

^

^す
る
が
あ
に
、
理
性
を
し
て
優
越
な
る
力
を
振
は
し
む
こ
と
、
す
な
は

-

自
然
に
從
ふ
こ
と
は、
；
-

<

 

を
し
て
最
高.S

生
活
を
得
し
，む
る
。
畢
竟
人'の
i

は
、
神
の
命
す
な
は
ち
自
然
の
大
法
に
從

C
V

て
生
活
す
る
と
と.に
あ
る
が
、
こ
の 

:

抓
の命
に
：，；； -^.

て
.
.人

：
.の

生

.だ

を

規

範

す

る

.も

：の'.か

法
.
'

<
i
i
k
a
i
o
n

で

あ

る。
：
.
，

‘ .

.

.,■ 

; 

' 

-

1

. 

基
®

食

，-
^
婚
姻

 

六
#
 

c
r

p
r

*
&

了 1

f

. 

i

■ 

.

1
 

»
. 

.
*
.
«
. 

.
<
, 

•
.
! 

:
• 

M
 

.
'■ 

• 

,

i

J

n

.

l

l

i

n

l

;

-

-

-

-

-

-

-

-

-

.

.

.
I

?
.
:
.
.
.

-

--
I

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

• 

5 

. 

- 

< 

.

1
 

i



ペ
ン

：

/
^
^
^

 ̂

 ̂

V 
^

I
,
-
,ま
せ
自
然
法p

h
u
s
e
i

 

d
i
k
a
i
o
n

 

'
，犯
；,

义
：ハ
，‘瓶

9

 

.て
卞
文
の
欺
鶴
に
於
い
て
時
空
並
び
に
人
爲
を
超
越
し
て
永
久
不
變
の
律
密
及
び

 

.效
力
を
有
す
る
。
併
し
こ
れ
は
理
想
社
會
に
ン
け
るこ
と
で

.ハ
ゾ
現.實
め
社
食
に
在
つ
て
は
人
{ル法
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
得
な
ハ

0 ;

然
も 

P

I

は
：人
，定
法
の
傍
に
あ
つ
て
絡
對
的
效
力
を
ぜ
し
、
人
走
法
は
之
れ
と
胸
和
す
る
範
圓
に
激

5

て
の
I
み
そ
の
效
カ
を
有
す
る
が
あ
 

-

に
11:1
者
抵
觸
す
る
場
合.に
は
、
前
者
の
み
が
效
力
を
有
す
る
の
であ
る0

0
0

 

'

ま
：̂:-:.:

前 

./. 

ベ 

,

吾
'
*
^
#
職
#

截
i

ふ
觀
來
つ
て
®

ネ
ト
：ア

， 0
!

理
論
に
到
.り
、-
、自
然
0

法
に
對
じ
て
腫
史
的
、
。霞
的
な
る
人
爲
の法
の
普
し 

乂
明
®

ぢ
塞
お
せ
.丄

め

ら

れ

ん

と

ま

わ

如

多

の

，，で
.あ

：
る

が

、
：：
：

,

T
に

於‘

て

最

注

意

す

：
ペ

ー

資

そ

の

世

得

主

！

 ̂

傾
向
め
然
ら
し.め
た
：̂
.
^
^
み

の

も

ゐ

と

：
：
宏

％

な

：
妙

れ

ぱ

翁

ら

殘

.：，
柳

黎£
め

：
ズ
.
ト
ア
に
於
る
世
當
義
は
、
嚴

的

霞

心Pl
a
t
o
n
,

 

ゾ
卞ns

t
o
t
e
l

す

の

に
そ
の
典
型
^

る̂
.

-

-

-

^
:盡
^
^
厲
タ
去
<
^
た
當
時
め希

職

社

營
政
治
事
精
が
；；
^

然

的に
： .

彼
等
、に 

潇
し
た
思
潮
ま
微
さる
-
ベ
き
-で
あ
る
が
、一、
f

 

^
自
號法

； ®

を
解
放
す
：るも
の
で 

あ
ら
ね
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
。

 

：

乍
併
、€

段

觀

來

ク

た

希

職

譜

都

學

者

の

，
言

說

.に
於i

て
.所
謂
自
然
と
は
、
凡
て
全

{
H

由
及
が
そ
れ
にi?T

あ
し
て
宇
商
間
の
見
象 

を
ま
配
；ザ.る

赠

理

お
：：

ま

が

如

含

意

味

を

有

サ

：
：

と

れ

は

ま.た
生
成
：變
化
ず
る
現
象
に
對
應
レ
て
そ
り
現
象
を
生
ぜ
し
む
る
實
體
を
意 

谱
す
：，.を
.も

かな
；！

が

如

ぐ

で

あ

る

。
，
然

も

瑰

象

發

現

^
0
;實

體

，が

る

憲

味

は

、
虞

た

轉

じ

せ

人

が

人

爲

を

以

ー

<
^セ

赶

附

か

し

む

.
ぺ

き

目

的 

か
‘4.

が

如-
^意

：味

を

有

す

べ

：

H
^
、

す
な
は
；ち.
こ

み

意

味

に

於

，
い

H
「

自
然
-

たi
一：域
想
を
意
味
す.
る
ど
：と
：を
知
る<
^

3

)

 

0

 

サ
法源

と
：； -:*F

.

の
ま
然H

；

人
舞A

J
:

の
；間

に

は
.、
；自

か&

な
.る
®

め
；
差

等

を

生

じ

，、

.寧
ろ
人
爲
は
自
然
一
：に

よ

.ク
て
を
；の
賣
値
を 

も
れ
ざ
る
を
得
な
-
サ
鼓
に
希
職
的§

然
法
論
：

S

 :1
"

元
的
傾
向
マ.又
、
目
的
論
的
特
質
を
見
愿
を
；の
セ
あ
；つ
：

H
、
o
:
)
：、k

 

H

ャ
の
せ
界

> 

»
• 

- 

■

-

.

.

.

.

.

.

-

主
義
湖
湖
向
は
、fV

の£
1

わ
し
撒
と
比
較
し
て
著
し
く

1

一
元
的
'た
ら
し
め
た
と
云
っ
て
も
、
然
も
彼
等'に
於5

て
も
猶
ほ
こ
の1S

： 

黨
は
，之
_れ
を
全
然
失
ふ
^

^

とがなレのン

 

.

:
,へ：：：

所f
「

自

或

は
1
自

然

ま

し

な

名

I

は

、
：大

凡

ま
.
性
し
パ
本
質
、

若

.
^
.は5

本

原

的.

如

き

意

.
^
表
す
と 

.
f
., '典
.

■
y、
.

他
；

理

或

は

「

理P

的

し

る

意

味

を
'

1̂5;:

し

た

も

の

3

如

く

を

-5̂

タ
9
,

(

p
o
l
;
,
"
.

い

橋

教

授

『

ま

揭

墙

。

.
けl l

f
k

以

下

シ

ー

〜
，
.
：
.
-
.
,
:

.

.

.

.?
>
>、
表
腺
法
理
學
を
支
酷
！

^
る111

思
想
と
し
て
、
不
自
由
意
思
諭
：
け

etermismô
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û
-
o 

r

:

;

.

:
 
:
 

' 

:
 

'一
 

\ 

♦
: 

.
‘
. 
： 

；
；
： 

s 

• 

.
V

>

;

-
f 

: 

• 

,
• 

J
-
- 

-
.
i
r 

• 

• 

' 

r 

い
-
で

*■ 

-
 

■
 
/> 

•■
■«■-
 

' 

• 

•
• 

i 

.
 

• 

<
•
/ 

' 

• 

,
• 

; 

.
-
‘ 

- 

. 

. 

- 

-
.
,
• 

.
< 

,'
 

I 

. 

• 

'

、
 

. 

-
 

«
.
-< 

, 

, 

.... 

-
 

.
 
.
 

,
 

.
- 

<
-■. 

I
'
i
,
. 

•
• 

„

ッ
っ
靡
職
に
一
；

^
か
ダ
適
論
ゆ
ボ
；
長
ル★

自
※
法
れ
.灌
☆

は
、
り
羅
厲
に
於'ぃ
ズ
そ
の
實
際
的
內
容
を̂

たド
：；
ン
；
\

 

?ン
.

. ' 

.
ゾ
 

.自
然
法
の
實
證
法
の
理
念
た
る
性
質
は•
希
職
に
於
い
て
も
，
少
く
と
も
觀
念
の
上
で
は
、
潮
次
明
に
さ
れ
來
り
つ

\
あ
る
こ
と
、
>

> 

旣
に
知
b

得
た
.る
：̂
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
實
際
的
適
用

Q

方
面
に
於
い
て
.は
、
な
ほ
未
發
達
た
る
を
脆
れ
な
か
っ
た
。
然
る
に
こ
れ 

が
，羅厲
、

ぶ
や
、；

ま
！
！；：̂

,

ズ

ま

實

潔

證
.ま
，̂
め
歡
膨
を
览
た
か
か
る

o
iパ̂
^
^
^
^
^ ̂

.

へ
ド
；

)

.

.
^
^
ン

.

ン
泰
濃
激
法
が
、

論
麓
激
に
鞍
？
^
あ
た
.の
は〜

：

」

？S； ;

化
：篇

徽

人

め

思

想

御

特
質

-?;

希
微
化
學
の
#

徵

而

希
職
法
填
^

な
ほ
.そ
の
.哲

の

！：部
と
^

て̂
、
楚
れ
ょ
り
分.離
す
る
と
と
が
充☆

で
，
な

か

つ

た
-

-
に
由
る
も
の
‘で
は
.

る̂
が
：’：
ま
た

市
邦
割
據
の
般
態
を®
史
的
に
そ
の
.粮
ネ
に
有
す
る
希
職
社
會•
政

治

事

情

，
の

下

，に

於

い

て

、
時

に

何

等

か

の

經

緯

忆

ょ

っ

て

お

.I

k 

:

ま

ギ

遍

的

な

る

法

篇

系

を

，求
め
た
こ
と
が
あ
つ
た
と
.

IE.

っ
て
も
、
こ
れ
が
策
醋
奥
求
を
爲
し
た
實
際
事
情
の
側
に
於
け
る
充
分
な 

み
耍
因
の
完
成(

す
な
は
ち
#g

に
於
て
國
家
0
統

！

的
發
展
の
達
成
>
:或
は
ま
の
持
續
^
^
;な
か
っ
，あ
^
み̂
^
,§.
昇̂
0
へ
^
^
ク

畢

齋

を
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れ
は
觀

忿

め/kj;

とM
:

止
ま
ら
：ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
そ
云
ふ
：
ぶ
が
出
來
ぷ
ぐ
'然
る
に
斯
く
の
如
き
希
職
自
然
法
が
羅
馬
ほ 

入
り
て
そ
の
！

內
容
を
得
の
は
タ
是
れ
が
萬
民
法

(

ュ
.

〕

と
.の
給<|Q:

に
；

よ
： .

ク
；

あ
.る
。

海
；}
:

冒

颜

繁

な

て

，來☆
ハ. ；

對
異
邦

.

<
：r:

或
は

m
邦人相互間ル係をボ

f
る
：̂

あ
に
ホ
羅
馬
市
民
に
固
有
な
る
市 

民
法

r civii.

と
，は
別
筒

m
■定
せ
ら
れ

☆
業

域

®
定
。え

®
:
:た
演

民

法

ま

の

賞ii

サ

，

法

異

邦

八

關

‘

.

I係
の
事
件

.に
擦
し
て

，
.異部*

*

慣
習

、
.そ
の
：深

力

；毋

ぽ

：ぐ

ホ

を

ザ

.

ま

、.，羅
馬
固
有
の
法
律
の
聯
鍵
に
適

'當
の

，，
更
を
加 

::-r

一：
ご

へ

適

滴*̂
;
ま

？̂
:
れ

告

ー

冗

；
，̂
判

決

寧

め

：
凍

溜

：
で
；ま

つ

：
セ

ハ

な

.
？
^
ポ

晋

や

る

：
の
じ
拘
束
力
ふ
有
す
る
：に

至
；.，

っ
，
た

の

で

あ

る

。

：
：

1
救̂
社
き
的
を
锻
を-
0あ
，̂
绝̂
廣
：|
ら

ぬ：！：

市

府

め‘法
、い1.

市
民
の
.法
で
ぁ
.っ
た
。
斯
く 

て
羅
馬
に
ま
い
て
法
雄
タ
寧
ろ
當
然
、

「

神」

め
命
令
と
し
て
無
條
仲
に
遵
奉
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
法
の
幽

'由R
a
t
i
o

 

legis 

と
云
ふ
が
如
き
も
の
に
對
す
タ
思
辨の.如
き
.は
> 
先
づ
閑
却
せ
ら
る
、
と
こ
ろ
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o
r
2

)

じ
か
し
な 

力
.

<.̂

羅
激
版
圓
の
擴
大
に.つ
れ
て
生
じ
た
羅
馬
法
の
世
界
法
的
發
展
、
す
な
は
ち

i
^
u
g
u
s
t
u
s

キ
第
一
ニ
世
紀
に
到
る
き
の
間
に
於 

ぃ
て
行
は
れ
た
そ9

變
化
は
-ぜ
に
革
命
的
な
も
の
で
き
た0

2

而
し
て
こ
の
羅
馬
法
に
於
け
る
革
命
的
展
開
の
事
實
的
中
核
を
な 

し
た
萬
民
廣
の’世
探
法
的
性
質
、
す
な
は
ち
れ
が
各

-
5<

そ
‘の
ぜ
督
'を
異
に
し
、
固
有
の
法
制
を
有
す
る
異
邦
人

i
i

向
っ
て
制
を
：
^
,
 ̂

そ

普

服

縱

を

耍

求

す

べ

き

に

際

し

て

は

、
最
早
法
雄
を
以
っ
て
唯
單
に
神

(

而
し
て
こ
の
神
は
羅
馬
の
神
で
ぁ
る

)

の
命
命
と
し 

て
强
制
す
る
と
云
ふ
が
如
き
こ
と
は
到
底
不
可
能
事
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
で

あ

ら

ぅ0

す
な
は
ち
获
に
必
然
的
に求
め

ら
.

の
は
、 

f

由
に
し
て
普
遍
妥
當
な
る
法
の
理
由
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ね
。
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ま
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^
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を
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潜
在
る
を
時
徵
と
し
た9
ざ

羅

馬

法

曹 

般
ま
を
以
ミ
鳴
っ
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も
亦

AJ

み

特

性

か

ま

ぁ

ネ

ま

規.
g
4

て
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と

蹇

ゎ

爲

め

：
に
，雷

せ

：
ら

れ

た
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ま

；

a

ホ

ま

厳

ま

處

達3
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を施̂

&

るものと化しズの木利となすこは法
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ratio

しuris.
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ま

i
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S

びet
i
t
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と處

H
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何
事
も
ま
仲
が
要
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ま
まま
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d
t

u
s
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に
、
又
た
は
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I

に
炎
定
す
る
の
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が
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ぃ

t
M
a
r
c
i
i
s
i
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■

は
^
恩
に
於

て
も
亦
存
し
た
の
で.ま

；？
.！̂
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.

羅
馬
：法
に
あ
っ
て
も
、
厳
格
に
し
て
.
形
式
的
な
る
法
的
規
準
以
外
；に
、
ハ
い自
由
に
し
て
普
遍
的 

な
：
規
準
を
求
む
る

.も.
Q

が
あ
つ
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で
あ
る
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觉
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と
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灘

：
る

に

旣

述

の

如

：き

，
寓

.民

法

の

灌

達

、
，
ぃ

換
臂
す
れ
ぱ
羅

.爲

法

が

萬
.：

民

法

と

し

：て

(

或
は
之
れ
を
通
じ̂
て
^

鼓
に
か
，の
舰
ザ
め
，舰
念
は
、
，吏

に

一

段
纖
烈
な
え
實
際
的
要
求
を
以
て
觀
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
.時
に
際
し
て
理
諭
的
に
必
然 

御

：

b
i
M

め
も
れ
な
け
れ
ば
ち
ぬ♦

の
セ
、
：そ
：の
衡
平
の
要
求
が
依

a

て
以
ウ
て
基
く
べ
き
竟
極
の
原
理
で
あ
る
。
然
る
に
從
來
衡
平 

ザ
法
規
.の
辦
釋
，1
,
.の
告
示
に
際
し
て
顾
み'ら
れ
た
.場
4

、̂.
^
v
.
の
街
平
は
常
に
具
體
的
な1
<
?楊
合
セ
瑪
は
る
，5藍
或
は
古
人
の
慣
督 

★

通

じ

：
て
，
謎

め

ら

れ

た

夫

れ

で

あ

り

.て
、.
そ
の
規
範
的
意
究
の
原
：選
は
遂
に
之
れ
を
缺

5
;

た
め
；.で
あ
っ
た
0
成
程
货
來
は
そ
れ
で
も
尙 

ほ
足
ゆ
た
か
も
如
れ
な
い
。.，然
し
今
：̂
夫
れ
で
は
足
り
.ぬ
。
然
ら
ぱ
今
す
不
可
避
的
に.要
求
せ
ら
れ
っ-t

あt
O

こ
めn

缺
け
た
る
も
め
し 

，に
'對
し
て
果
し
て
何
物
が
湖
く
對
え#
や
.ホ
.あ
ら
ぅ
か
。
日
ぺ
偶
々
灘

a
t

に
向
っ
て
入
力
來
り
わ
ん'あ
：っ
た
希
職
の
自
然
法
が
之
れ
を 

.爲
し
た
.

^
す
な
は
ち
實
誰
法
の
以
外
に
，
'あ
，‘っ

て

人

の

，法

的

生

活

を

規

範

す

る

普

撮

的

準

則

た

る

，の

'點
に
於
い
て
衡
平
.と

和

通

ち

然 

も
‘希
職
に
於
い
て
思
索
的
に
、
而
し
て
倫
理
的
に
究
明
.せ
ら
れ
，たM

然
法
の
觀
念
は
•
當
.に
ピ
'タ
リ
.と

こ
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白̂

然

法

；̂ま

f
§暴
行

：̂
.對
す

を
&
.已

霍

yの
播

ぱ
>
:
®
i
d
n
^
l
?
:
.

の

：
£

一
を
緋
斥
す
，る
に
敏
ガ
を
用
ふ
る
を
許
容
ず
ベ
#B

ぜis:'

か
わ
かr

を
の
#
;へ
、；.を
；が
.と
ん
.な
；
力
：

や

の
®

利
は
夏
ひ
命
ホ
も
，
^

p
子

あ

の

翁

青

：
！
、
り

雌

離

間

の

，
結

合

.！
及

：び

「

自

己

防

衛

：の

#」

は
.ぉ

お

各

々

賣

で

、
，

0
を
ヶ
-ね
*
、̂
の
動

耐̂}共
通
に
有
す
を
本
能t
仏
セ
擧 

け
た
をr「

出
生
發
る
も
の
レ

-t
保

護」

：
：
，

(
c
u
r
a
r
:
q
s
a
d
a
t
n
.
s

さm,;::qi 

p
r
o
R

ぶ
ポ
トgunt>:

.

「

生
殖
の
爲
め
の
緒
；；
^
ぐ(moIiiunGtioni^ 

a
p
p
s
t
&

ハ

proctailcil〔 s
s
a
.
)

.
「

自
.己
及
び{Qfĵ

れ
生
命
氣
體
の
保
護
デ

(lit

ンb,H》
itam: corpliw

会e

ユ

へ

delilî
4̂

ヤeav,.-̂
". 

<
^
^
ロ̂
ゆ
と
相
通
ず.る
0 

:.. 

‘ 

‘ 

：
：

' 

' 

,
.
.
/ 

. 

U 

-

.
-
.
®

〕

拉&

語iii

於
け
も」

C
S
!從
：つ
；て
f

‘
a
a
t
u
r
a
I
e
®

、
.
.耽
ね
他
めp
營
J

て̂
，，5
5
1
K
.
;
へ
我
如
v
l
s
^
だ
暖
®

る
語
一;
:
:
^
.
^
^

が
■̂

の̂
备 

X
ヮ
バ
ま
め
賞
擦
使
用
例
に
於
い
て
息
る
も
亦
そ
の
：

一
努
明
確
を
欠̂
を̂

と

が

；
甚

レ

い
時̂
ぱ
ぜ
义
：て
時
ぱ
は
：同
時
に
、

法

意

に

、

r

法
規
ハ
法‘ 

、：
 

'パフ"律
し
め
意
ほ
、
然
し.

〉

ダ
：ま
.た
っ
雞
し
：の
意1」
5̂傳
ぶ
-
-
-
^
め
#
義
は
#
る
潜
，？̂1̂

ち
：*
^
1̂̂
用
ゐ
ら
タ
ぬ
；
’高
橋
敎
授
は：
，
？
^

レ
，..：ポ

r,̂
:::

ぜ：：。 ..4
:

に

於

ぜ
f

コal
l
e
、

を「

自

然

耀

し

と

獨

レ

ガ

厲

ま

.るC：

同H
^
,
.

能

出

七

：
五

赛

ポ

f

傅

め

場

合

：ま

ネ

の

章

句
 

V: 

乂
ル
ま

字
；̂
!
:

氏
；
タ

、

4

め

鞭

譯

當

で

ぁ
.る
。’然
處
擎
满
は
效
ホ
於
い
；

縫
ほ
姑
あ
ま
れ
を
肯

.へて
‘ィ
.ジホ

--,

ルネの

b
自
然
法

-
f
c
o
麓
し
器
の「

自
然
¥

■

课50̂

彼
，
？
^

のr

自
然
法」

理
論
がj
段
精
纖
な
，形
で
表
示
；せ
ら
れ
た
も
の
で
ぁ
り
、

A
c
v

今
傘
密
が
、
彼
れ
の
自 

，'
然
法
理
を
云：<r

す
る
に
常
つ
て
’
；

姑
ら
く"
し
か
くI

ぢ
ふ‘が
使
な
り
と
考
へ
た
か
ら
で
：ち
る
。

(

2)

前

揭

拙

稿0
 

1
5
直

。
：

-

:

.

-

"

,

r 

:
'
.

バ
ー
：
：：

.
 

.

(

ホ

‘本
篇

路
T

i

v註0
?) 

，

。0
0

ぐdl
p
i
a

ル
ネ
が
他
；̂
:赚
馬
法
學
建
の&
然
f

全
人
類
：に
：共
通
と
す
る
に
對.
J
t、
是
れ
.ぢ

動

嫩

に

共

通

か

办

ど

做

じ

；だ

特

徴

及

ぴ

之

れ

： 

.
;

を
そ
み
他
め
索
比
し
、
就

廣
§

い
,

I
s
a齋AT

め
對
比
.に於

；：：，

て

論

ず

を

；

AjAJ.

は
充
分
か
與
味
丧
寧
ろ
ま
ほ
廣
の
こ
と
で
あ
を 

:

か
i

れ
な
い
が
ー
パ
本
篇
め

i

と
す
る
騎
靖
に
ほ
必
ザ.し

も

ポ

必

要

で

は

な

い

迄

务

，：：

然

も
i

め
ギ
多
岐
に
瑟
る
を
與
れ
て
別
ぬ-

.

,
，は

么

參

讓

以

て
i

ぐ
：寧
ろ
賢
明
を
信
じ
だ
が
敗

l
i、

r

肯へ
：：

で

だ

れ

を

そ

の

機

會

俟

.

.っ#

と

：
に
し
.た
ち
-
雙

f
:
:
:
m
p
f
i
i
T:

に
あ
つ
> 

、
ま
A

r

彼
め
所
謂
全
動
物
に
典
通
な
る
自
然
律
の
1

ン
：入
間
の
み
に
共®

自
然
法
を
認
め
セ
唐’る
と
'え

、

旣
：
に

先

：
き

め

犧

會

ぱ

於

い

.
で
述 

(

-
^

た̂
を
が
：
如
^
.
^
:
1る
レ

〕

と
，を
：
；再
ぴ
球
に
琴
マ
で
置
：け
，
ぱ
足
ヶ

"
ま
-
前
揚
拙
稿
。：

(

1
;

：；

ぃ
.

M
d
o
j
i
u
s
:

ほ

ius b
a
t
l
l
r
a
l
e
:

の「

人
間
に
知
悉
す
ら」

る〜

は
、' 

そ
の
.

「

自
然
的
求
能
レ
に
ょ
：
と
云
ふ
。
彼
の
ふ

「

本
能

」

ゾが如何 

翁
：る
§

を
1

を
ぉ
の
せ
於
る
がM
就

い

：て

ほ

遂
.に
攀
者
わ
燕
に
お
ぎ
精
し
：
.で
知
る
お
得
な
，か

た

お

さ

る

，で
あ
る
が
、

t

旣
：

E
,.「

本 

渉

-
か̂
>

^
と
#

眼
.

に̂
於W

 

ハ

是

れ

ょ

か

出

發

す

る

：
彼

#
 i^s:

かatjitaler

論

ぢ

以

づ

'
P

す

；̂
ば

、

'自然法論
あ

.を
とM

は
な
け
れ
ば
か
'
&ぬ
0
W然
；̂
彼
ね
^3

1
^
論
：#
:
、： 

ニ
ー'索
に
：於
：
：
 ̂
營
時
：

Q

擧

情
^
 

暮
ぃ
‘
神
法
及
ぴ
敎
會
の#
戚
れ
夹
ふ
：：̂̂
.
|
と
次
く
"
：̂
然
も
非
敎
會
1
:事
項
-

^
例

ぺ

：ぱ

私

有

財

産

制

’
商
取
れ
ゃ
徵
刹
貸
借
そ0
他
に
對 

:

ギ
タ
許
容
、
' 進
ん
で
は
を
れ
等
の®
醫
化P

:

根
據
を
與1

へ
：
ぶ
：
を

ホ

ぶ

意

圖

め

：於

W

は
？
不
充
分
の
緒
嚴
ど
來
を
ぎ
を
れ
得
な
ぐ
な
つ
て 

メ
ゆ
る
.の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
他
面
か
ら#

へ

ぱ

タ

；自

然

法

ぶ

實

誰

法

一

^

と

人

法#
を
力
使
れ
分
け
る
事
だ..失
收
し
去
っ
て
ぬ
，

t<? 

；： €

で
：#
る
0

:

1身
ホ
れ
.ぱ
.
"彼
め
，；&
然

法

ほ

：そ

：の

ぱ

發

S

に
於
v
^
n驚

的

J.

で
お
：

g

一
な
：が
；

c
o
>
;

他
ポ
敎
父
的
！|
跳
比
索
か
れ
是
，れ
お
来 

も
ざ
る
緒
跟
ハ.
3

紙
諸
物
の
共
有
及
が.，：

1;

切
平
等
の
：

i

由
.

物
の
.獲
得
所
有
、

1

廣
權
か
.囘
牧
，と
.云

.
#
^
が

如

を

.中

世.蓮

督
.敎

會V;

婚

姆 

七

セ
.

，

c
r
d
:
1
1
j
:
c

t 

J

i

l
 

J

l
 

-

-

-

-

-

-

-

i 

I
 

J

- 

f
 

.

i

j

i

* 

f

n
 

1
 

l

i

j
 

t

1 

t
j 

:

1

'
i 
 ̂

f 

l
i 

I

L

T

*
 

.
4 

' 

i
- 

l
i
^
« 

i

* 

*
i 

i

f
 

1

?
 

、
f
 

, 

:
 

' 
3 

S

J



m

七

八

(

i

5

云
は
ざ
る
'を
得
ぬ
.
oと
の
脚
、
と
の.矛

盾

を

指

摘

し

、
た

へ

1
.
ル

スの -*>
2
e
x
a
3
i
d
e
r

が
ハi!!

然

の
’狀

態
，

in 

stat̂
l 

n
a
t
u
r
a
l!

に

於 <；

て

は

、 

ギ

産
.は
}

i
k
y
E 

.公

；̂
且

つ

，善

良

な

る

も

.の
‘で
あ
つ
た
が
、
人
仲
堕
落

0-、

狀

熊in
.
s
t
a
t
u 

s
t
u
r
a
l
s
e

 

c
o
r
u
w
t
o
e

 

.に
於
い
て
は
^
有
-̂
^̂
産 

が
F
:當

き

も

の

と
.

I
の
だ
と
做
し
た(

f

 ma
,
T
h
e
o
l
.
o
g
F

 

p

、 q
u
.

 .
2
7
0
.

議
論
に
到
つ
て
漸
く
，

V
.

の一
1

元
論
的
展
開
を
遂
げ 

得
て
居
る
，

(

こ
-の
事
は
ま
た
敎
父
達
の

「

自
然
法
い
现
を
そ
の
論
說
に
移
入
し
.た
目
的
の
達
成
と
い
ふ
こ
と
サ
も

あ
り
ン
ま
た
自
然
法
理 

論
を
れ
自
挣
の
發
展
と
い
ふ
こ
と
：で
、もf

)

：ぶ

云
.ふ
：べ
き
で
あ
お
ラ
が
、
离A

u
g
u
s
t
i
l
v
.

が

所

嘉

お

論

ほ

モ.1

■或
る
も
の
一
が 

此

り

货

は

我
.が
有
な
り
、
此
の
從
僕
は
我
が
有
な
り
、
此
の
家
屋
は
我
が
有
な
り
と
稱
し
得
る
は

.
#
:神

權

まr
e

 d
i
v
i
p

き
に
よ
る
に 

非
す
し
てM

.

に
人
權
.に
f

』
{
>
,
E
v
a
f

 l
i
i
.

 Joannis, tract:.yi.. 

ウ
た
の
ぁ
ま
た
同
襄
味1

開

ま

；ら

ね

ぱ

な
 

ら
ぬ
。
唯
彼
が
續
い
て
そ
の

『
人
適
：に‘よ

る

：
は

帝

播
.に

依

る

も.の

な

り

。.何

が

故I

ろ
，かo
,神
i

l

i

f

 

Iて

、
拿

の

、 

乂

權

そ

：
©
も
f

人

類

に

分

配

せ
.る

ま

な

；
^
ば〈

1

|)

：と
，
1
|
=
^
ふ

：の

き

：敎

父

た

る

f

レ
p

a

f
當

然

の#

ま

；
ー

資

ね

ぱ
^
 

ぬ
.？R

 

然
も
自
然
法
理
！

t

の
！一

元
論
的
發
達
に
關
す
る
限
ね
、
.

後
返
つ
て
、
不
明
瞭
た
：ら
ま
る
を
得
な
ぐ
な
つ
：た
，

.
云̂
ゆ
ざ
る
を
. 

得
な
.；

S
、

ッq. 

Vド
■

.

ニ
ー.
.

」

へ

:

ン
：r 

' 

<>::>

,

i

^

「

i

的
：：

と
云
ふ
は
、
働
き
に
述
べ
た
る
が.如
く
羅
|

學
に
於
け
る
まI

、
ま
自
然
法
の
竟
極
原
理
ま

「

1

」

の
I

が
、 

’ 

i

法
學
i

け
る
自
然
法
i

は
i

然
I

味
と
相
蓮
れ
後
者
|

宙
或
：は
や
I

i

起

す

る

事

物

®

ホ

或

はこ 

れ

轉

ル
i

想
i

幾

喚

の

：
意

味
-
^
;

J,

れ
は
：時s

i

:

鼓̂

は
1

:
の
語

を
§

f

れ

る
：で
あ
ら
ケ
^

先

天

的

娶

る

ふ

が
.

^
意
i

;
るA.h

同

繁「

自

然
U
.よ

り
m
發

す

と

見

を

r

を
：謂f

:

ホ

な

ぱ

も

I
s
i
d
i

 

:
:
s
u
s

 v
n
l
a
l
e

の
，

r

自 

，激

的本
t

j

に

出

發

す

る

，は

，-

:

明

に

编

馬

法

學

的

自

然

法

：
論
，.

£

:

る
：
。
；
‘然

か
.

I
:

方
.：に

於

S
.

て

彼

ほ

、
.ぞ
.の
神
法
的
傷

越性
お

固

執

しや
，，

と
す
る 

、
態

度

：に

在

き

と

よ

り

，

A

廣

ま

ぱ

摩

.ho

ど

ぱ
K

#
の

錄

ザ

即

ち

目

然

法

の

ゴ

ー

失

敗

し

で

廣

る

の

、
，で
か

.る
ね
-

.-

' 

j
、

四 

v--:- :.v:y

，レ.'.•
-
、

'
-
-
-
.
r 

i
.
---
 

‘ 

.ブ.ニ
、レ--V
 

V ' 

■ 

-
-
V 

- 

r 

;

ニ
，
 

0 .'-
 

‘ パ
；"

〜

.

.
'
パ
.，’
-
.
'
:
.
‘.

：

V' 

- 

r
- 

‘.
.
.
.
.
-
、

-

だ

る

に

莎

に 

T
h

o
m

a
s

s
o

 

d

 

A
q
u
i
n
o

 

は

法

-1

ぶ

の
.
概

念

を
-
^

義
し
て
日
ふ
。

ぬ

u
a

e
d

a
m

 

r
a
t
i
o
n
a
l
i
s

 

o
r
d
i
n
a
t
i
o

 

a
d
.

 

b
o
n
u
s
,

 

c
o

m
m

u
n

e

 

e
t

 

a
b

 

e
s

 

q
u
i

 

c
u

r
a

m

 

c
o

m

 J
n
i
t
a
t
i
s

 

h
a
b
i
t

 

p
r

o
i

l
g

a
t

a

 

(
s

u
m

m
K

 

T
h
e
d
o
g
i
c
o
e
,

 

p
r
i
m
a

 

S
e
c
u
n
d
c
e
,

 
q
u
.

 

x
c
.

 

a
r
t
*

ャ)

と
。
如
ち
こ
れ
5

れ
ぱ
、
法
は
共
同
の幅
棘
ふ
目

的

とし
て
、
共
周
韻
の
ま
配
者
によ

つ
て
徽
布

せ

ら

れる
も
の
で
あ
る
！
 

^
ほ̂

そ

も̂

\

っ̂®
‘性

の

命

令

J
で
.！̂
.

る
0

而
し
て
こ
れ
は
永

久

法le
x

 

ae

ぶn
a
,

自

然
独

l
e
x
b
a
t
u
r
a
>
I
i
s

人
法

lex 

h
u
m
a
n
a

及
ぴ 

；!

法

lex 

d
i
v
i
d
a

に
；̂
た
れ
る
。
然
る
にT

h
o
m
a
s
s
o

に
よ
れ
ぱ
、
永

，久法
は「

神

の

御心
に
布

す
る
{
すW

の

続

制

：

S
j

セ
あ
る
。 

然
ら
ぱ
こ
れ
5

最

の
*

で̂
、
他
三̂

^

4

ハ
に
等
し
，く

レ

ぶ

ス

何

々

-
^
呼

ん

だ
が
を
に
、
單
純
に
他
ニ
翁
と
共
に
法
を
四
分
類
し
た 

1

と

し

て

ザ

さ

て

は

ゐ

る

が

，
そ

ぶ

は

寧

ろ

r

法Q
法

..」

で

ま

。
而
し
て
こ
の
っ
法
め
法

」

は
神
の
意
，志
、
，神
の
至
高
理
性
タ
梦 

る

。
然
る
.
^
ま
た
彼

に

辨

へ

：
は
人
間
は
、「

幾
j
神
的
理
性
を
享
受
す
る
理
性
的
被I

」

で
あ
る
か
ら
、
或
る反
映
、
挺

介
5

つ
て 

永
久
法
、
即
ち
神
の
理
性
に<

4
^

出
來
る
道
理
で
あ
る
が
、V

.

の
‘媒
介
が「

自
然
法」

.で

あ

る

。

ま
.た

人

法
と
はg

:

砂
國
家

の
成
法

で

、 

是

れ

人

間

の卸
性
に
よ
‘つ
て
與
殊
の
現
I世
的
狀
熊

に

自

然

法

の
條
理
を
摘
用
せ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
そ
れ
は

『

自
然
法
の
性
質

し
て
法
の敗
壞JGbid

、. ，
qu,' xcv,’ar.t‘ ，.2.

)

ガ
と
5‘；ふ
。
而
も
て
.最
後
に
神
法
と
は
，：̂
ハ
の
助
.に
よ
つ
て
人
間
ゆ
理
性
の
狠
界
ふ
缺
點 

と
.ガ
補
充
せ
ら
れ
、而
し
て
人g

が
確
實
に
：̂
、の

か

わ

に

線
か

る

も

の

で『

蠻
約
及
新
約
の
聖
書中
に 

啓
示
，せ
ら
る
、が
如
き
神
’の
意
志1

で

あ

る

と

說

明

，
せ

ら

る

‘

〜

の
で
あ
る
か
ら
、
擧
齋
ご
れ
は
、

こ
，

れ
以

外

の

-
三

者
永
久
法
、
♦
自
然
法
ゥ

f

 

资

を

除

く

、.
前
記11,1

者

に

：
各'み
.

T
h
i
s
.
o

か

P
M
.居
せ
し
め
.た
る
段
階
的
關
聯
は
、
希
職

f
i
i

馬
自
i

論
に
於
け
.る
g
然
或
：
 

中
#
塞
潜
敎
食
婚
如r 

4

^

.
 a

o
§

j
>



中
世
基
督
貴,

V
J#

缩 

.ュ(

t

s

i

s

〕

自

翦

を

#
;0

祐-V

實

際

法

の

：
關

保

全

：

ふ

、
：

^
而
.し

杳

倚

；̂

!
碑

の

室

高.理
性
と
；
，，

K

 7

然
ぉ1.

谁
入
間 

に
理
維
§

在
を
骨
；
し
、
そ
，の
理
性
を
神
の
理
性
の
二
部
と
し
て
、
こ
れ
に
よ

.

5;\ガ
：

神
め
；

g
j

赞M

參
加
；ザ
え
潜
ネH

於
：

P
:

自
然
法
の 

蚀
念
を
成
立
会
し
む
る
點
よ
り
し
て
云
へ
ぱ"
纖
き
に？ s

i
d
o
n
i
s

の
自
然
法
羅
馬
的
じ
ぐ
！
！̂つ.；&

®

に
，於

か

を

；
は
，
そ

れ

は 

f
e的
し' 
で

あ’スOCH.) 

,■-

.

1.C
I
O

 ,
え
れ
を
ほ
，ほ#
だ
多
く
希
職
的
な
！；

ĉ

 ,
C
i
c
e
r
o

のf

法」

論
に
比
し
.て

も

、
な
ほ
と
：
れ

は

ム

4^

蒲
職
的
で
あ
る5,J

1
S

を
換
へ
て
お
へ
ぱ
、
多 

く

臓

的

，な
り
と
⑩
せ
ら

5;^、
C
i
c
e
r
o

の
.「

法
し
諭
も
り
ぼ

0
1
1
1
§
0
.の
夫
れ
，̂
比
す
れ
ぱ
.
‘宠
分
に
よ
^
羅
瑪
的
で
あ
る0 Cicero.

の
條
參 

ン：

' V

ニ
；
.：
微
力
：;を
は
■
揚

拙

稿

: 

’ 

H
;
,
<
c
. ニ
，
：
‘ド 

拘
.に

T
h
o
m

ぶs
o
'

の
自
然
法
論
は
巧
妙
精
徽
を
極
む
る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
彼
れ
が
自
然
法
を
以
て

'不
變
な
る
.も
の
に
‘非
す
と
做 

し
、
'入
：間
わ
爾
馳
S

貝
職
す
る
所
の
も
の
ぷ
俯
加
す
る
に.由
り
，て
內
容
を
擴
張
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
做
し
た
.’(s

u
m
m
a
,

 

la. 2aev 

Qu, 

^
x
d
y
,

 

，が
如
，#
:
矣̂

§

然

農

k

#

sせ
.，̂
,
ま̂

法

的

權

咸

，
：

^
朱
4
と
，..な̂

^

、

功
せ
る
も
の
と
云
ふ
べ
く

•

こ
わ
こ
と
を
他
面
よ
り
云.へ
ば
、
美
.事
にM

然

法

ふ

實

際

法

.と

の

分

立

を

確

M

す
る
こ
と
に
於
い'
て
、
自 

然
法
の
優
越
を
樹
立.
す
る
こ
と
を
得
た
と
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
0

而

も
更
にT

h
o
m
a
s
s
o

 

.は
從
來一

般
に
認
め
ら
れ
た
る
白
然
法
 

，な
る
文
字
の
，意
義
を
離
れ
、
，絕
對
に
自
然
な
る
も
の
と
、
結
巢
よ
り
觀
て
自
然
な
る
も
の
と
の
赢
训
ぷ
樹
て

、‘i
u
s

 

l
u
r
a
l
e

 

(

2)

は 

，典
の
'本
性
其
の
も
の
よ
り
し
て
他
人
と
調
和
せ
し
め
ら
れ
、
若
し
く
は
總
合
す
る
も
の
と
做
し
、
而
し
て
そ
は

l
i

樣
に
發
生
し
得
べ.く
、
 

斯
く
て『

男
性
は
其
の
も
の
に
由
り
て
女
性
と
適
合
し
、
.
之
れ
に
よ
り
て
子
孫
を
得
，
又
親
は
其
の
子
と
適
合
み
て
之
れ
を
養
言
す

o

 

1
1

乂
m

を
事
物
は
絕
對
に
思
料
す
ら
れ
た
る
儘

y

殺
生
す
る
に
非
す
し
て
、
之
れ
よ
り
生
す
る

一

定
の
結
果
に
從
ひ
て
®
然
に
他
人
に

-
i
.
, 

,
 
r .

‘
 
. 

* 

,. 

.

. 

‘：
 

■ .
.

.■
' 

.. ..

. ... 

-■:
-■•
 

し
-

.

.
:.
.

.

.

.;

マ，',.■
 
,■ . 
. 

.
, 

%
,
•
■:
.
 

,
. . «

適
合
す
る
こ
と
、
例
へ
ぱ
財
産
の
如
し
。』

(
i
b
i
d
.
,

 

s
e
c
u
n
,

 

S
e
c
u
n
d
o
e
,

 

q
u
.

 
l
,
v
i
r

 

a
r
t
.

 

3
)

と
云
つ
て
居
るp
で
あ
が
、p

に
觸

.ま

ま

ま

り

た

る

ま

，

1st

ま
■

f

④

I
r
a
l
e

定

演

沖

落

け

は

；•
鼓

に

於

ぶ

實
K

?

®

#に
f

せ
.ら
ル
て 

ISI

る

o(

3〕

$4)

： 

.
 

.て

-

.

.

.

.

.

.

. 

.... 

ゾ
.
.
.
.
.
.

* 

り''.\ 

, 

-. 
.
 

.

.

.

.
1
.
V
* 

' 

■ 

• 

-
.
.
.
.
’
，

 

A 

ソ

- 

-- 

- 

.こ
-
-
‘
.
.
•
.
.
.
. 

.

.

.
1

(

2) 

T
h
i
a
s
s
o

 

'

は
、
そ
の
照
語
例
に
於
い
て.
r
x 

n
i
a
】 isl

とIus n
a
m
r
a
l
e

雨
語
の
使
.ゆ
法
を
輝
法
，學
者
建
ひ
ぞ
比
し
て
軟
た
敏 

，
'
.に
用
ゐ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
が
旧
來
る
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
尤
も
こ
の
雨
語
の
用
語
例
は
元
來
混
雜
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ろ
が
。

一
一(3

:> 
-

尙
ほ-Cicero, Ulpiahus 
み
自
然
法
諭
を
想
躯
す
べ
し
。

 

■ 

\ 

,

一
.

.

.

.

(

も〕

-
な
はI

T
h
o
m
a
s
s
o

の
自
然
法
論
に
っ
い
ー

P

は
-
‘高
^

ぐ
‘シ
ン
て
，.
'食
常
す
る
，
こ
ろ
多.か

べ

し

。-
:ぺ

- 

;試
上
す
た
ば
ち
敎
會
法
學
に
移
入Iせ
ら
れ
た
る
自
然
法
：の
理§
は

の

；.始
め
に
M
:い
て
ょ
り
多
く
紙
馬
法
學
的.ま
然
法
論
.で
あ
.ウ 

た
が
、

(

5)

後

に

至

る

一

に

從

り

V
.

そ
れ
は
希
職
的
自
然
法
た
る
成̂

を
濃
ぐ
す
W
O
;之
れ
は
彼
等
の
商
に
於
げ
：
秦
職
；

g

知
、識
獲
得 

の
時
間
的
關
係
に
も
依
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
ラ
が
、
，そ
れ
ょ
り
も
實
に
こ
れ
ば
敎
會
法
學
そ
れ

®

身
の
特
質
か
ら
云
つ
て
、
元
來
そ
の
地 

る

ベ

き

；必

然

的

俩

向

を

独

ク

た

も

の

：
と

M

ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ0 
殊
にT

h
o
m
a
s
s
o
:

に
於
け
る
％
職
的
耍
素
、
就
中
そ
の
ア
ザ
ス
ト
1

ア 

レ
ー
,ス
學
の
彼
：に
於
け
る
重
耍
性
に
つ
：

S:

て
は
普
：ぺ
人
の
知
る
と
と
も
ゾ
然
も
、
：そ
の
：

T
h
o
m
a
s
s
o
.

に
於
一
い
て
、
他
面
羅
馬
法
理
は
極 

め
て
巧
妙
精
織
に.希

職

哲

學

と

：結

め

マ

鼓

に

敎

會

の

'自
然
法
謝
は
®
:

に
：： 1:.

廻歩
"
：

完

全

セ

幾5

.

1に
敦
會
法
的0

0

に

成

立

す

る

：事 

を
得
た
0
.で
あ
る
.が

、
，
、こV

至
っ
た
そ
の
®
然
法
は
、r:

ホ
に
於
い
て
充
分一 1

元
論
：的
展
開
を
遂
げ
る
と
共
に
、そ

の
實
證
法
の
理
念 

と
しP

ね
地
位
を
確
サ
す
る‘
と
を
得
お
と
'云
ふ
b
:と
が
出
來
.や

ホ

;

,
 

,

.

:
0

0

事
實
、|

级

法

め

输

衆

が

、
マ
敎
會
法
擧
者
に
知
ら
れ
：だ
：
ゅ
：ほ

、
ー

.先
づ
'羅
馬
法
を
通
じ
て
：
5
^
,あ

ウ

た

と

爱

づ

：
：て
可

.い
：0
だ
か
：
ら

、
.
希

職

に

於 

か
^
<饥̂
期
の
：
^
!
2胳

法

ぱ1
i
:等

か

み

意

味
p
羅

馬

法

鍵

の

影

響

を

变

け

：て

み

^
<
?自

敝

法

：
で

ぢ

っ

だ

o
;
#し
；な
が
.び
r
:羅
馬
法
に
，於
け
る
自
然
法
の

か
世
跋
背
敎
會
ざ
#
则
 

，
-

£ 

.



い ] 

= 5 

> ；

中
世
族
S

t
耕

き 

.

<-n

ン
0 

的

♦
现

比

-
^
'そ
め
思
索
的
ッ
翁
學
的
撒
向
或
俄
⑩
爱

；

法
黑
か
；！̂

法
^
:

g

粮
質
も
は
必
然
眼
に
相
通
じ
相
、 

.,.

ゥ

姑

ル

で

ク

教

法

理

展

開.の
：過
肆0
.禅
に
育
ま
れ
た.
め̂
：はr

遂
：ほ§

賞
r
K

だ
：
w 

.

ほ
於
せ
を
自
然
法-

羅̂
馬
法
の

211

然

法

よ

も

！
希

臓

：哲

舉

の

‘自
^

と̂
.も
自
か
ら
別
筒
の
特
質
を
得
、

1特
別
の
任
称
を
架
し
得
る
も
の
-—

 

と
な
め
、得
た
と
い
ふ
，に
在
る
。
，
'
‘

，
.
‘

：

.

.

/

::::. .(£.::

ま
ざ
9

1
ポ

，
掘

駕

法

學

援

用

及

ぴ

ァ

.タ
ス.：

V

テ
；
レ

淋

驛

：•
：

就

ホ

：
そ

め

後

者

§

か
^
^
^
^
^

.' 

そ
の
ま
然
法
諭
に
就/
文̂
ル
-
^
^
:
ほ
、
論
洗
す
；̂
:
丄̂
て
戮
し
：-
點̂
：̂
少
く
；3
^
1
:
^
が
い
，、
、

」

れ

等

に

就

い

て

は

失

れ

充

分

單

|
^
- 

:
.
:
41

稿
を
必
要
と
す
る
分
觉
に
及
ぶ
べ
き
を
以
て
，他
日
を
期
し
、
本
稿
に
於
い
で
は
议

.： 4

を
以
て
姑
ら
く
止
め
た
。

\

:
rた
い
敎
.
法
學
が
縣
馬
法
か
ら.自
然
法
.の
觀
念
ぢ#

<
u

た
の
'は
>
:

摩
//

述t
.

た
る
が
如
ぐ
.舉

畫

時

そ

の

まg

下
に
厳
か
ざ
る
.
' 

を
得
な
く
な
け
来
り
つ-
あ̂
つ
た
俗
界
事̂

t
V

れ
は
本
.戴

的

に

一

敎

條

的

規

律

だ

は

撒

；

3

傳
雞
い
，
れ

1

方
敎
法 

的
棚
戚
*
,神
法
的
原
理
ど
失
墜
す
る'こ
-と
な
く
許
容
し
、
耳
つ
規
範
せ
ざ
る.を
得
な
が
つ
た
が
爲
め
の
，苦
心
努
力
の
結
果
で
あ
る
0
こ 

の
點
希
職
に
於
セ
各€
1然
法
理
0
發̂
生
、
發
達
及
B
.織
取
め
於
：ホ
^
Qあ
g
拨

霞

t

i

i§
經

緯

か

め

自

：

^
ら

相

衛

す

を

事

情

に

あ

.る

と 

云
ぱ
ざ
る
を
得
な>
が
、
然
も
個
別
的
、.g

ゆ
的
、
賞
際
的
规
範
の
服
得
を
定
む
る
と
同
時
に
、
そ
れ
等
の
.法
の
背
後
に
於
け
る
法
の 

法
，、
.普
遍
的
大
決
を
確
保
化
ん
と
し
た
意
味
に
於
い
て
は
、
共
に
和
同
じ
き
も

-の
で
あ
る
。
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-
•»

く
て
，自
然
法
が
實
證
法
の
理
念
と
し
て
箱
在
す
る
と
.と
は
、
そ
s
'眼
り
に
於
い
て
理
由
あ
る
こ
ど
で.わ
，る
が
V
、义
化
を
藍
接
に
實 

際
服
會
生
ザ
.に
ボ
け
る
講
行
歡
に
適
斤
せ
し
め
ん
と
す
る
力
敷
。
モ
ル
は
全
く
不
當
で
あ
る
。
否
を
れ
な
れ
ぱ
こ
を
、
敎
會
法
擧
者
達

が

自

然

靈i

開
i

參

；f

き

ざ

敎

會

法

擧

廣

け

，

；0

前

記

嚴

法

理

；
謝

、

理
め
實1

1
;
^

給
報
に
刺
幣
ざ
§

一 -
-

.
-

-
差

！！； 5
#

る
が
：

で
： #

る
サ
凝
⑩

ガ
、
：そ
れ
が

t
h
c
:
^
s
s
o
;
:

に
：
至

ザ

て
.
®
. 

を

見

：た

；と
1
!ふ̂
‘ゎ
：
と

は

、
，

|

€

'れ
.が

法

の

癒

：ま,
,
^
:
|
.

地
；§

明

跡
'に

：な

；
お

た

と
'い
ふ
^
味̂
に
於
い
.：
て

ネ

あ̂
^

:

バ-F

傲
こ
一
み
摸
t

法

れ§

者

は

元

来f

で
，：

办

偶

せ

；
,

^
る

々

ほ

於

け.る

白

然

寛

は

#

:

^
かg

.

ぎ
：
 

立

場

に

置

か

れ

い

翁

述

わ

"
如
.
*

i
S
o
m
t

的

お

場

令

敎

理：：

の

舆

敦現
':

て

あ

る

？

 ： t
ル
-:}

着

め

洗

ひ

落
.
-
!

離

S

そ

的

M 

耍
f

殘すめを：
於一
っ；

理騎方商ょ，
り云

/

ぱ
1

f

に
ま
i

ネ
が
如〜

お

の

襄
i

#

が
.畢
廣
ま
鳳
法
學
的」 

た
ら
す
：

a

ま
希
職
哲
廣
的
：し
^

^

つ

ま
‘っ

：：

を
の
.
所
以
も
賞
に
こ
に
；
^

す
を
め
.於
，̂(

る

が

、
こ
：の
；
黯
ゆ
一

.
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.
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に
そ
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時
に
あ
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動
も
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條
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範
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範
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。
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に
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に
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を
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^
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然
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に
'婚
姻
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鳳
す
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も
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で
あ
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0
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斯
か
，る
婚
姻
事
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は
後
敎
條
的
制
約
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へ
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.
ょ

ヶ

と

す

る

の

は

無
 

理

で

あ

る
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た

ゾ

ホ

设

基
！
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敎

會
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商

行

巧

び

や

.徵
利
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行
等
々
に
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じ
板
か
ら
行
っ
た
强
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れ
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行
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徘
質
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ら
じ
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姻
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向
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ポ
す
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述
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あ
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り
て
"は
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く
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姻
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會
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配
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た
っ
て
ゐ
る
の
で
：

4

る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
ど
一
ず'っ
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％
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梦
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會
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術
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セ
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藝
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參
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術
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會
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^
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が
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す
る
の
で
あ
つ
て
、
中
货
の
近
世
へ
.の
轉
入
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
が
、
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然
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。
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も
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；
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又
：
で
め

.赛

^
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辦
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會
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簡
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と
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